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献　辞
　森川正博教授は2014年3月末日をもって名古屋外国語大学外国語学部英
米語学科を退職されました。名古屋外国語大学では、森川教授の多年にわ
たるご功績に感謝し、名誉教授の称号を4月1日付で授与しております。
　森川教授は1954年12月13日に三重県でお生まれになり、和歌山大学経
済学部経済学科で学ばれ、同大学を1977年3月に卒業されています。その
後、アメリカ合衆国ワシントン大学大学院言語学学科修士課程で言語学を
専攻し、同大学院で1981年3月に修士号を取得されました。アリゾナ大学
大学院言語学学科教育助手などを経て、1982年5月に椙山女学園大学短期
大学部文学科専任講師に就任し、助教授を経て、1996年4月に教授に昇任
されています。この間、1989年12月にアメリカ合衆国ワシントン大学大学
院言語学学科博士課程を修了し、Ph. D.を取得されています。本学への着
任は1997年4月で、外国語学部英米語学科教授として、「専門ゼミ（言語）」
「英語学」「言語文化（言語学）」などを担当されています。
　先生の研究は、生成文法理論による日英語の言語学研究が中心で、著書
は8冊ございます。ご著書では、日本語の格交替現象の分析、文末助詞と
しての「ダ」の提示などを綿密に行い、生成文法理論の紹介と言語の規則
性の説明を難解な理論を素人にも理解できるように簡明に行っています。
学術論文は31編ございますが、すべて単著で、日本語と英語の助詞や格、
量化表現、関係詞や受身文などの分析結果を本学紀要や椙山女学園大学紀
要などに発表されています。いずれも言語現象を簡潔な規則で統一的に説
明する斬新な研究で、最近の研究では語用論的視点を加えた総合的なアプ
ローチも採用して、言語研究の深さと奥行きがさらに増した形になってい
ます。
　教育、学生指導につきましては、英米語学科学科長の要請で、2003年に
「『講読・文法』を考える会」が組織されて、森川先生はその議長をしてお
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られます。何度も会議を開かれて、一学年に2クラスある「英語講読・文
法」の授業を、ひとつは多読クラス、もうひとつは精読クラスとし、この
2本柱を1年から4年までに拡大していくことを決めておられます。現在行
われている2種類のリーディングのクラス（多読と精読）の基礎をつくら
れるのに尽力されました。
　学内運営の職務につきましては、名古屋外国語大学外国語学部紀要編集
委員長を9年間、同じく図書委員会委員長を7年間、英米語学科の海外留
学アカデミックサポートを7年間、さらに、「講読」科目総合コーディネー
ターを9年間にわたって積極的に携わってくださいました。長年にわたる
これらの仕事に対する真摯な取り組みに敬服いたします。英米語学科の学
科会議では、筋の徹った発言をきちんとされるお姿は印象的でした。
　先生はいつも冷静に判断をされる方ですので、ご退職後のことも綿密な
計画をお持ちのことと推察いたします。定年までまだ数年ございますの
で、まだまだ先生にはご活躍願いたいのですが、先生のこれまでの本学へ
の多年にわたるご貢献に感謝するとともに、先生のなお一層のご健勝とご
活躍をお祈りし、献呈の辞とさせていただきます。
2014年4月1日
	 英米語学科長　　　
	 高梨　芳郎　　　
